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私たちの研究チームは， QZSSに装備

されたDCレポートを利用するための共通

EWS（Early  Warning  System）用のメッ

セージ・フォーマットを開発しました．開発

は，ECのGalileoのチームと共同で行いま

した．これにより，災害発生時にGalileoに

用意されているEWS用帯域とQZSSのDC

レポート帯域で，同じ信号を放送すること

が可能になります．複数特に全地球を網羅するGNSS間で同

じフォーマットを利用することで，世界のどこかで発生した災

害発災急性期に，日常的に利用している情報通信網が断線

してしまった場合や，それらが施設されていない場所にいる

住民に緊急避難指示を出すことが可能になります． 

本書の内容は，2021年発行のニューズレターの記事「みち

びきから放送される災害・危機管理通報の統計」（広島市立

大学 高橋 賢）で紹介されているL1S帯に搭載されます．ま

た共通EWSは，2020年3月に最初の版が公開されて以降，

より高い実用性と汎用性を目指し更新が行われています．本

稿で紹介する版（バージョン）は，2021年発行のニューズレ

ターの記事「MGA能力構築プログラム「RPD Challenge」のご

紹介」（Multi-GNSS Asia議長 小暮 聡）で使用されました． 

さて，米国国防省が開発したGPS（Global Positioning Sys-

tem）に代表されるGNSS (Global Navigation Satellite Sys-

tem)は，測位情報の放送用に開発されているたことはよく知

られています．測位情報に必要な情報量は極めて小さく，用

意されているメッセージ領域のうち災害発災急性期に緊急避

難指示可能な放送可能容量は，非常に限定的になります．

具体的には，EUのGalileoでは測位情報メッセージのうち120

ビット長がこれに割当て可能であり，日本のQZSS（Quasi-

Zenith Satellite System）のそれは191ビット長です．そこで，

私たちは，共同開発に際し122ビット長に，避難に必要な最

低限の情報を搭載できるよう設計し，これを共通EWS メッ

セージと名付けました． 

メッセージ設計に際しては，世界標準のフォーマットとして利

用されることを目指し，放送する情報体系を，標準の災害用

語や標準のコード体系から抽出しました．より具体的には，災

害種の選出に関してはCommon Alerting Protocol (CAP)を

参照し，国や地域の指定方法に関してはISO3166を用いて

います．CAPは，世界中で開発されている危機警告発信シス

テム間で，公開された警告や緊急情報を相互交換すること

を目指した災害情報体系であり，XMLフォーマットで定義され

ています．CAPを使用することで，Google Public AlertsやCell 

Broadcastなど多くの一般のアプリケーションに，個別の危機

警告発信システムを介した同時配信と，情報の前処理の簡

素化が可能になります． 

表1（P.3）に，バージョン番号20210925のCommon EWS 

メッセージの構造を示します．この版が2021年度開催のRPD

チャレンジで利用されました．（P.4MGA年次総会報告参照） 

共通EWSフォーマットの全体構成は次のとおりです．1列目

から5列目にそれぞれ，フィールド番号，何の情報が記載さ

れるか，その情報を構成する情報は何か，開始ビット，使用

するビット長，最後の５列目に入力する値の説明があります．

4列目の値である使用ビット数の総和は122となっているよう

に，Common EWS の120ビット長の１メッセージにこれらの情

報が搭載されます． 

前述したCAPを利用した災害種の選択（2バイトコードと意味

の紐づけ）を表2に，ISO3166を利用した災害発生国のそれ

の一例を表3（P.4）に示しました．表2の2列目から“Event 

 QZSSとGalileoに搭載される共通EWS（Early Warning System）メッセージデザイン 
                     都立産業技術大学院大学教授/同大学院宇宙技術応用工学研究所所長 嶋津恵子 

表 2 CAP を利用した災害種   
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Category”として災害種を，そして4列目から“Event Sub-

Category”として具体的な災害名を選択します．この情報体

系が，CAPに準拠しているということです．例えば，共通EWS

で，“0000001”が放送された場合，“津波”が発生したことが

わかります． 

共通EWSフォーマットで用意されたすべてのフィールドに設

定する値の選択方法は，電子情報通信学会の研究会で発

表し，同学会が発行する信学技法の予稿「QZSS(準天頂衛

星システムを利用した災害急性期用通信システムの開発」

に掲載されています．興味のある読者や，アプリケーションを

開発してみたい方は是非参照してください． 

120ビットという限定的な領域を最大活用する最大の工夫

は，災害発生区域の表現方法にあります．災害，特に自然

災害発生の場合，それにより被害は面で示されることが多く，

表１ バージョン番号20210925のCommon EWS メッセージ   
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その領域は人工的に指定

された市区町村等の区分

とは無関係に，あらゆる形

状と面積である可能性が

あります． 

そ こ で，共 通 EWS の

フォーマットでは，どのよう

な災害地域が指定されて

も122ビットの情報量でそ

れを放送できるよう災害

地域を囲む楕円形で表

現しています．より具体的

には，任意の楕円を特定

する5つの値，つまり楕円

の中心点の緯度と緯度，

楕円の長半径と短半径，

楕円の方位角を示す2バ

イトコードを放送します．表

1のField 12から17の値で

す． 

これを受信した受信機

上で，受信機の位置がこ

の楕円の内側にある時

に，警報や避難指示を出

力するという，避難者の所

在地によるサービス展開を可能にしています． 

2022年度は，ここに紹介した共通EWSフォーマットを利用し

たアプリケーションを2件試作し，実証検証を行う計画です．

南太平洋のフィジー共和国と，東京都大島町です．それぞれ

国と地域に依存した災害発生時の避難指示発令方式をどの

ように反映するかが今後の課題ですが，２つの実証実験の成

果が，今後効果的に利用されることを期待しています． 

 第12回Multi-GNSS  Asia年次会合が、

2022年3月10日（木）、11日（金）にタイプー

ケットにて開催されました。日本からは、内閣

府宇宙開発戦略推進事務局、タイ現地から

は、タ イ 地 理 情 報・宇 宙 技 術 開 発 機 関

（GISTDA）、ASEAN宇宙技術アプリケーショ

ン開発・研修センター（ARTSA）、ソンクラン

大学が中心となり会議を共催致しました。GISTDA幹部から

は、「コロナ禍、海外からの参加者を受け入れての国際会議

開催は、タイ国内でも初めての開催になり、その開催が日本と

タイの協力にて実施できたことは日本とタイの絆の深さをあら

ためて確認することができた良い機会となった。」と歓迎の言

葉が送られました。 

 Multi-GNSS Asiaにとってもコロナ禍から初めての試みとなる

ハイブリッド形式での開催で、機材トラブルに見舞われる場面

などもありましたが、現地共催機関を中心とした皆様からの熱

心な支えのお陰で無事開催を終えることができました。2日間

のプログラムを通し約70名の講演者、約700名もの参加登

録、約400名のYouTubeライブ配信での視聴で多くの皆様へ

GNSS技術、最新動向、アプリケーションなどについてご紹介で

きる場を提供することができ光栄に思います。今回の開催で

は、多くの日本企業の皆様からもご発表頂き、その様子が現

地メディア約10機関にて紹介されており、GNSS技術のもたら

す社会への貢献など関心の高さを伺うことができました。ま

た、会議開催までにあたり、ご尽力くださいましたMGAスポン

サー企業、サポート機関並びに関係者の皆様に、この場をお

借りし厚く御礼申し上げます。 

 まだまだ、多くの課題は残されておりますが現地及びオンラ

インでのハイブリッド形式での開催により、大陸を越えた幅広い

地域の皆様のご参加を賜ることができ、アジア・オセアニア地

域からGNSSについて発信できることの多くの可能性を感じた

次第です。当初、Multi-GNSS Asiaの活動を始めた10年前は

準天頂衛星システムの開発途中段階であり、他国の測位衛

星システムも開発途中段階であるものが多く、アジア・オセア

ニア各地にてデモンストレーションを実施するところから始まり

ました。現在、どのシステムもサービスを展開し、そのマルチ・

コンステレーションの恩恵を大いに受けるアジア・オセアニア地

域では、新たなアプリケーションの開発に向けた取り組みがより

活発に行われており、多くの連携の可能性を秘めた新たな時

代を迎えていると思います。より多くの方々へGNSSについて

知ってもらえる、発信してもらえる機会が提供できるよう邁進し

ていく所存です。 

 各GNSSシステムによるサービスが提供され、そのサービス

を活用したアプリケーション及び新たな技術が生み出されてき

ている今だからこそ、GNSSの技術について学ぶことができる機

会を提供してもらいたいとのアジア・オセアニア地域からの強

い声もあり、MGAでは、活動の柱の一つでもある能力構築プロ

グラムにも一層尽力し、これまでMGA年次会合にて同時開催

していたRPDチャレンジプログラムを2020年からオンラインに

て開催しております。プログラムでは、津波・洪水をテーマに各

チームが準天頂衛星システムのサービスの１つである災害通

報サービスを活用したソリューションを考え、プロトタイプまで作

第12回MGA年次総会報告 

             MGA議長 小暮 聡（正会員） 

表 3 災害発生国コード例 

MGA 年次総会開会式・ハイブリッド方式によりタイ国にて 
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り上げます。2021年度の最終プログラム発表が今回のMGA

年次会合最終日に開催され、これまで６ヶ月間に渡り講義を

受けてきたタイ、マレーシア、インドネシア、フィリピン、ネパール

からの16チームがそれぞれ開発してきたプロトタイプを発表し

ました。MGA賞、GISTDA賞、MICHIBIKI賞、Spresense™賞を設

けており、MGA賞を受賞したネパールのSoftwelチームは、湖

面の水位を検知するセンサーから水位上昇を検知すると制

御サーバーへ情報を転送、衛星経由でEWSを発信、EWSメッ

セージを受けたサイレンは近隣エリアに警報を発信する氷河

湖決壊検知システム構想のプロトタイプを開発しました。

GISTDA賞を受賞したタイのRBRU-GIチームは、Ballという河川

に浮かべるフロートの位置情報を各地に固定した局地セン

サーにWifiやIoTセンサーで送信、その局から中央サーバーへ

情報を送信し、洪水の恐れのある地域住民へ警報を発信す

る洪水検知システムを構築しました。MICHIBIKI賞を受賞した

フィリピンのTala-Techチームは、準天頂衛星システムの  

 衛星測位にかかわる欧州最大のイベント、

ミュンヘンGNSS サミットは 今年もオンライン

で3月7日-8日に開催されました。ホットな

セッションから報告いたします。 

(1) 新たなリージョナル測位衛星システム

誕生：Korean Positioning System (KPS) 

“Session 4. A NEW REGIONAL SYSTEM 

IS BORN: THE KOREAN POSITIONING SYSTEM (KPS)” 

• 韓国がかねてよりアナウンスしてきたKPSがようやく正式に

スタート。今回は一つのセッションが設けられ、計画の概要、

信号、産業利用についてプレゼンがありました。 

• 計画概要； 

＞目的：第四次産業革命の時代に要求される高精度PNT情

報を提供 

＞ゴール：Self-driving Car, Urban Air Mobility, Mobile Net-

work, Take off & Landing, Smart Port, Smart Farmingなど

に求められる６つのサービスを安定的に提供するKPSの開発

と整備 

＞サービス：PNT（L1/L2/L5/L6/S）、メータレベル測位補強

（L1）、センチメートルレベル測位補強（L6）、SBAS（L1/L5）、

公共安全信号（L6/S）、捜索救難（L6） 

＞衛星コンステレーション：静止衛星３機（SBAS/SAR）、傾斜

同期軌道４機 

＞開発計画：システムデザイン（‘22-‘24）、システム開発

（‘25-‘28）、システム整備と検証（‘29-‘35） 

＊SBAS(KASS)については2022年に静止衛星打ち上げ、

2024年サービス開始 

• QZSSと非常に良く似たサービス/信号構成、および衛星コ

ンステレーションです。Sバンドはインドも使っていますが“スマ

ホで高精度“を推進しているグーグルなども注目している信号

であり、スマホに強い韓国ならではの発想かもしれません。ま

た、捜索救難（SAR::Search & Rescue）サービスを付加してい

るのも特徴的です。SAR搭載は中高度GNSSのトレンドとなって

いるなかで静止高度からリージョナルサービスはユニークと言

えます。すでに４つのGNSS、近隣にはQZSSもあるなかでな

ぜ、独自のシステムを構築するのか、昔ながらのレガシーなシ

ステム構成となっているが最近のLEO小型衛星群や新しい技

術など検討したのかとのコメントに対し、新しい時代の要求にこ

たえるには独自の測位システムが必要、いまのところ着実な

実績ある技術でまとめているが今後、最新技術を踏まえ、ブ

ラッシュアップしていくとの回答でした。 

＊国際的な救難・救助プログラム（Cospas-Sarsat System）

に用いられる衛星としてこれまでの静止軌道・低軌道衛星が

用いられていたがGNSS衛星群への期待が大きい。既に運用

が始まっている欧州のガリレオのSARでは遭難位置の迅速な

決定やリターンリンクを用いた確実な救助などMEOSAR（中高

度地球同期軌道SAR）の有効性が実証されている。欧州に続

き、中国、ロシア、米国がSARペイロード搭載を計画している。 

(2) 地球と月のための新たなGNSSシステム 

“Session 11. NEW GNSS SYSTEMS FOR EARTH AND 

MOON” 

• 月面における衛星測位システム構築に向けた動きが始まっ

ています。2024年に有人月面着陸を目指し、2028年までに

月面基地の建設を開始するというNASAのプロジェクト、アルテ

ミス計画。月面における恒久的な居住により資源開発や火星

探査の足がかかりとするものでそのためのインフラとして通信・

衛星測位システムが必須となります。ESA(欧州宇宙局)から

は月面に測位と通信インフラを構築する“Moonlight計画”の

紹介がありました。2027年には一部の月面で初期PNTサービ

スを開始し、2035年には月周回コンステにより月面全てをカ

バーする計画です。予備的スタディにはSSTL,AIRBUS,GMVな

どガリレオ構築に貢献のあった企業群が揃って参加しており、

本年9月には次のフェーズの入札が行われるとのことでした。

もう一つ興味を惹いたのはQascom社による月面における

GNSS受信実験、LuGREミッションです。月面において40万km

離れた地球からのGNSS信号を用いて月面ローバのナビゲー

ションを行うというもの。来年7月に打ち上げる予定で成果が

楽 し み で す。日 本 も 署 名 し て い る ARTEMIS  ACCORD/

Interoperabilityでは標準がある場合にはこれに従うこと、とさ

れており“技術は早いもの勝ち”になりそうです。周波数につい

てのITU議論はサミットの“Session 6. NEW LEGAL ASPECTS 

FOR NEW SPACE CHALLENGES”で取り上げられました。 

 ミュンヘンサミット2022参加報告  - GNSS最新動向トピックスから- 

          一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構（JSS）    桜井 也寸史（正会員） 

MADOCA-PPPによる高精度測位を活用したブイを複数浮か

べ、メッシュ状のネットワークを形成、複数の波高情報により

津波の形状を計測し、各地への津波到達時間などを予測す

るシステムを構築しました。MGA賞、GISTDA賞、MICHIBIK賞

の受賞者を日本へ招聘しより技術力を身に付けてもらえるプ

ログラムを用意しております。また、本プログラムを通じてアジ

ア・オセアニア地域における防災対策へのGNSS貢献を目指

しており、GISTDAの手配によりタイ国家災害防止軽減局への

訪問及び意見交換の場が設けられました。（写真・裏表紙） 

 2022年度は、MGA年次会合開催に加えて、アジア・オセア

ニア地域でのワークショップ開催なども予定しており、より一層

活動の場を広げて多くの皆様にアジア・オセアニア地域におけ

るGNSSコミュニティーの場を提供していきたい所存です。 

 今後とも皆様からの温かいご支援を賜りますよう宜しくお願

いします。 
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BDSの講演ではアジアで利用可能各サービス、漢字約

1000文字までのメッセージがBDSの静止衛星経由で送信可

能なRSMC(Regional Short Message Communication)、水平

20cm程度のPPPサービス、SBAS規格に対応したBDSBASの

他、中国国内のVRSのようなセンチメートル測位が可能な補

正情報をインターネット配信するGAS(Ground-based Aug-

mentation System)が紹介されました。 

Galileoの講演では2024年のサービス開始を目指して現在

テスト中のデシメートル級PPPサービスのHAS(High Accuracy 

Service)の実験結果が紹介されました。またQZSS, NavICと共

同で開発しているEWS（Emergency Warning Service）の紹介

もありました。 

NavICの講演では漁船向けのショートメッセージサービスや

NavICが利用可能なスマートフォンの紹介がありました。 

QZSSの講演ではCLAS、MADOCA-PPPなどの実証実験報

告の他QZSSの7基体制への打ち上げプラン紹介がありまし

た。 

 東京大学のDinesh先生からはGNSSの基本的な原理や測位

手法、誤差要因、座標系等の説明と現在利用可能な低コスト

受信機の具体的な紹介がされました。 

・ RTKLIBを用いたトレーニング 

 2日目からは東京海洋大学からのメンバーが主体となってサ

ンプルデータを使用したRTKやPPPの測位練習が行われまし

た。まず後処理測位を行うための受信機の設定方法やデータ

ロギング、データ変換方法を説明しました。そしてRTKPOST

（RTKLIBの後処理測位ソフト）を使用して参加者の方にサンプ

ルデータを用いて後処理のSPP、RTK、PPP測位を行ってもら

いました。固定点や移動体など複数のサンプルデータから

色々な設定での測位を試すことでRTKLIBの使用方法を練習

してもらったほか、測位手法や計算パラメーターを変更したと

きの測位結果の違いなどを確認してもらいました。オンライン

のためチャットベースで質問やトラブル対応にあたりました。ま

たRTKNAVIを利用したリアルタイムのRTK測位も紹介しまし

た。こちらはオンラインのため画面越しに見せるだけになってし

まったのが残念でした。 

・MADOCA-PPPの実演 

Dinesh先生からは先生の作成したソフト(MADROID, MAD-

WIN, MAD-π)での低コストなMADOCA-PPP測位の実演が行

われました。これらはu-bloxのF9PとL6信号をデコードする

D9Cを組み合わせた受信機を使用してMADOCA-PPP測位を

します。MAD-WINを例に東京でリアルタイムにMADOCA-PPP

を行う様子が画面共有で紹介されました。 

またアジア・オセアニアで2年近く継続しているMADOCA-

PPPの精度検証についての報告も行われました。 

・AndroidでのGNSS測位 

Dinesh先生からAndroidでGNSSの観測データを取得する方

法、その観測データを後処理で単独測位した結果などの紹介

がありました。また、スマホから直接出力される測位結果のロ

ギング手法や、いろいろな端末でのその精度検証が紹介され

ました。 

・総括 

最終日には参加者同士での高精度GNSS測位についてのディ

スカッションとその内容に関して参加者からのプレゼンテーショ

ンが行われました。このトレーニングを期に参加者各自が自ら

の仕事や研究に高精度測位を利用してもらえればと思いまし

た。 

• 低軌道小型衛星群によるGNSS-XONA Pulsar Projectが

スタートしました。オートノミーが必要とする精度、信号強度

（屋内で1-2フロアを透過する）、セキュリティ、スマホレベル

端末を満たすＧＮＳＳ，と謳っていますが、いよいよ軌道実証

が今年行われます。補強サービスから始め、衛星機数を増

やしながら2026年には高精度ＰＮＴサービスを始めるとのこと

でした。ちなみに欧州も中国もそれぞれのGNSSを補強する

低軌道小型衛星群のスタディを進めているという話が

OPENING PLENARYでありました。 

【最後に】Prof. Dr. Sang Jeong LeeからKPSの話を初めてう

かがったのは2018年3月、ミュンヘンでのICGサブワーキング

の会合でした。政府を動かすのに4年かかったわけですが、

その時のプレゼンにあったコンセプト、そして2035年サービス

開始まで変わっていないのには驚かされます。今回のセッ

ションチェアを務めたGünter Hein教授からLee先生に “ここ

までよく頑張りました、あなたはKPSの父ですね” と言われて

いました。新しい時代に向けたGNSSが我が国のすぐ近くに生

まれようとしています。 

・ トレーニングの概要 

2022年1月11～14日の4日間に渡って行われたICG ( In-

ternational Committee on Global Navigation Satellite Sys-

tems：衛星測位利用促進のための国連機関)主催の国際

GNSSトレーニングに参加しました。昨年は完全オンラインでし

たが、今年はネパールの現地参加かオンライン参加を選ぶ

ハイブリット型で行われ、私はオンラインで参加しました。オン

ライン上では約60人が世界中からGNSSの学習のために参

加していました。 

https://www.unoosa.org/oosa/en/ourwork/icg/

activities/2022/CSISTokyo/presentations.html 

こちらのサイトから使用されたプレゼンテーションやプログラム

が確認できます。 

・ 基調講演 

まずBDS、NavIC、Galileo、GPS、QZSSそれぞれの衛星シ

ステム開発に携わる方からシステムの紹介と今後の展開が

発表されました。 

 ICG主催GNSS Training Program 2022参加報告 

           東京海洋大学 小林海斗（学生会員）         

 

図１ KPS 衛星コンステレーション 
“Korean Positioning System (KPS) and Korean 

Augmentation Satellite System (KASS) Update”, 
15th ICG,1st October 2021 
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題目と講師の先生方のお名前を記します。U-blox社、セプテ

ントリオ社、小峰無線電機株式会社にはスポンサーになって

いただき、JSTからの補助金で賄えない部分について活用さ

せて頂きました。 

 オンライン開催と決めたのは2021年11月下旬で、プログラ

ムも世界中から同時参加ですので、西側の国からの参加者に

配慮して日本時間12時開始、18時50分終了としました。参

加登録料は無料でした。参加登録者はパキスタン31、ネパー

ル24、インド20、タイ19、中国16、日本10、ウクライナ8、スペ

イン6、インドネシア・エジプト・フィンランド、トルコ各4、モロッコ・

スリランカ各3、アルジェリア・オーストラリア・フランス・イタリア・

ペルー・フィリピン・ロシア・南アフリカ・米国各2、アフガニスタ

ン・オーストリア・アゼルバイジャン・バーレーン・バングラディ

シュ・ブータン・ブラジル・カンボジア・コンゴ・エクアドル・ドイツ・

ギリシャ・オランダ・ナイジェリア・パナマ・サウジアラビア・セルビ

ア・スイス・台湾・英国各1、計194名に上りました。GNSSへの

関心は全世界に及んでいるという印象でした。 

 しかし、実際に開始すると参加者は多い時で80名越え程度

で、「タダなら取り敢えず」ということだったのでしょうか？ 

 最終日のクロージングセッションの参加者は60名程度でした

が、最後に例年のように各講義への印象を無記名で提出して

もらいました。42名からの回答がありましたが、概ね4/5程度

の評価をもらいました。国名無記入の方もおり、国別では、タイ

5、日本・パキスタン4、エジプト・インド各3、中国・フィンランド・

ネパール・フィリピン各2、オーストラリア・ブータン・カンボジア・

ギリシャ・インドネシア各1の32件でした。ウクライナからの参加

者はいませんでした。 

 2022年度は従来通り、サマースクールとして

東京海洋大学で開催すべく準備中です。学会

ホームページでご確認ください。 

 測位航法学会は、国際的に通用する 衛星測位分野の技

術者を育成すると同時に、発展途上国 からの人材を受け入

れ、国際貢献に資することを目的にしてGNSSサマースクー

ルを2013年に、東京海洋大学海洋工学部と共催で立ち上

げました。その後2015年からはJSTのさくらサイエンスプラン

に採択され、毎夏海外から20名程度の学生・若手研究者を

招へいして2019年まで、約40名のクラスを編成して、実施し

てまいりました。しかしながら、2020年度はコロナ禍のため、

順延を余儀なくされ、さらに2021年度に持ち越され、年度末

に設定しましたが、会場での開催は叶わず、年度末の2022

年2月28日から3月3日までの4日間オンラインでの開催とな

りました。 

 これまでは東京海洋大学越中島キャンパスの教室で、講

義を聴講し、提供された受信機を使って、自分のノートパソコ

ンで、RTKLIBの利活用を習得し、実験船で東京港を周航し

ながら、あるいは大学のグランドで測位実習を試み、知識習

得と同時に実用化の基礎を学んで来ました。また、システム

デザインのグループ討論で、如何に学んだ技術を活かして行

くか、討議する手法を学んで来ました。 

 １日、1.5時間×5コマ、6日間のハードスケジュールでした

が、参加者は多くを学び、大変満足されていました。 

 今回はリモートなので、一方通行の講義にならざるを得ない

ということで、皆様もリモート講演会でお感じと思いますが、パ

ソコンの前に長時間座るのはきついとの配慮から、１日４コマ

としました。また、実習やグループ討論ができないことから４

日間での実施となりました。下表の４日間のプログラムに講義

 2022年2月28日～3月3日の4日間にわたって行われた

GNSS International Schoolに参加しました。今回はZoomを用

いたオンラインでの開催で、時間帯で上下はありましたが、4日

間とも70名ほどの参加がありました。私は英語学習、GNSSの

基礎知識の復習を主な目的として参加しました。 

 1日目はGNSSの歴史とGNSSと衛星軌道を利用した測位、

GNSSで用いられている信号、GNSS受信機についての紹介が

ありました。 

 2日目は測位をするソフトウェアの紹介とRTKLIBの紹介、そし

てRTKLIBを用いた測位の実演がありました。紹介だけでなく、

実際にソフトを用いて解析を行うまでの過程を紹介してもらえ

 

GNSS International School 2022 参加報告 
             東京海洋大学 栁澤 亘（学生会員） 

自分のオフィスで講義中のDr. Ivan Petrovski  

GNSS インターナショナル スクール 2022 開催報告 

たため、非常にわかりやすかったです。 

 3日目はSDR受信機の紹介と2日目に紹介がありました

RTKLIBを用いたSDRで実演がありました。実際にデータを配

布され、講義を聴きながら参加者も同時にやってみるという形

の講義だったため、印象に残りました。 

 4日目はGNSS信号の安全性とQZSSの紹介がありました。特

にQZSSについては私の研究のテーマの一つとなっているた

め、非常に興味があり、講義を聴講していてとても勉強になり

ました。また、ほかにも複数の参加者による研究の発表もあり

ました。 

 この4日間の講義はすべて英語で行われ、英語・GNSSの知

識を共に多く学べました。今回参加したGNSS International 

Schoolで得られた知識を今後の研究に活用していきたいと思

いました。 
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 2021年9月27日～10月1日までウィーンで、ハイブリッド方

式で開催されたICG-15のWG-Bでの議論を基に報告しま

す。Enhancement of GNSS Performance, New Services 

and Capabilitiesに関わる作業部会です。総会では二つのサ

ブグループ、Space Use Subgroup（SUSG）とアプリケーション

サブグループ（AppSG）の活動、EWS（緊急警戒警報サービ

ス）のインターオペラビリティ活動、探索・救難（SAR）サービ

ス、サイエンスアプリケーションなどについて報告があり、今後

の方向づけなどがディスカッションされました。そのなかからい

くつかトピックを紹介します。 

（１）月面における人類の活動支援を視野に（SUSG） 

 ICGが長年、インターオペラビリティを進めてきた大きな成果

の一つとして宇宙空間（SSV, Space Service Volume）におけ

るGNSS利用が挙げられます。高高度を飛翔する測位衛星か

ら地表面に向けられた電波の一部が宇宙空間に漏れていく

のを利用するもので、インターオペラビリティにより測位に使え

る衛星が飛躍的に増え、高高度の衛星、さらには惑星間探

査機利用までも可能となりました。SUSGは “インターオペラブ

ルマルチGNSS”の成果を宇宙空間に活用しようと非常に強

い推進力を持って活動し、毎年の総会を盛り上げています。 

 今回、エキサイティングだったのは月面における測位インフ

ラ構築の話題です。まずはSUSGコチェアーから今年の4月に

ワークプランの見直しが行われBeyond existing SSV（注）とし

て月などがスコープに加わったとの報告がありました。地球と

月との間、および月面での運用をサポートする強靭で相互運

用可能なGNSS拡張をゴールとしています。月面PNTのユー

ザニーズ調査から始まり周波数調整まで具体的なアクション

を示しました。NASAからは”LunaNet Services”の構想の紹

介。地球との通信、PNTサービス、月面観測機器をつなげる

ショートメッセージ通信、それにもとづく警報サービスなど通信

もカバーするもので2028年をゴールとしています。ESA（欧州

宇宙局）からは2035年までに月面すべてをカバーするPNTシ

ステムの構築を目指す、”Moonlight Program”のロードマップ

が提示されました。いずれも地球におけるGNSSシステムをゼ

ロから見直すという点でも非常に関心のあるところです。な

お、このSUSGが制作した動画“The Multi-GNSS Space Ser-

vice Volume :Earth’s Next Navigation Utility”(YouTubeで

検索可)は非常によく出来ておりますのでぜひご覧ください。こ

れまでの成果をまとめた“The Interoperable GNSS SSV”第

二版の紹介もありました。プレゼン資料はサイトからダウンロー

ド可能です。 

（注）これまでのSSVは地球を周回する高度36000kmの静

止軌道、あるいは長楕円軌道まで（図１参照）と定義されて

いました。ちなみに低軌道小型衛星群にとってGNSSはリア

ルタイムオンボード自律航法、姿勢決定、時刻と時刻同期

などに重要な役割を果たしていますが、厳密にはSSVとして

定義しているのは高度3000km以上としており低軌道は含

まれません。 

（２）SDGsに貢献する衛星測位利用事例収集をゴールに

（AppSG） 

 社会に役立つソリューションの開発を促進するGNSSアプリ

ケーションを調査するために、新しいイニシアチブ「GNSSアプ

リケーション-現在および将来」を開始することとなりました。

GNSSカンファレンスやイベントに参加して、新しいイニシアチ

ブに沿ったGNSSアプリケーションのトレンドに関する情報を取

得する予定です。 サブワーキングの会合はメンバー国の持ち

回りで年に5から６回ほど開催、SDG‘sのための利用ケースを

持ち寄って検討します。「SDG‘s（持続可能な開発）のための

GNSSアプリケーション-ケーススタディ」というスタディレポート

としてまとめ総会で報告する計画です。SGコチェアはJSS三

神が中国のDr. Jun Shen氏とともに務めています。 

 最後に：“GNSS利用に関わる国連ワークショップ”にAppSG

のセッションが設けられることになったので早速、ワークショッ

プ＠モンゴル（10/25-29）にオンライン参加しました。開発

途上国のプレゼンスの強いユニークなワークショップ（61ヶ

国、324名が参加）でIONやミュンヘンGNSSサミットなどのシン

ポジウムではまったく見えなかったGNSS世界動向を知ること

ができました。SDG’sに貢献するGNSSの役割、また、独自の

測位システムを持とうという国が多々あることも知り、あらため

てアジアにおけるQZSSの重要性を感じております。こちらから

はQZSSの利用状況についてプレゼンしましたがQZSSはあまり

知られていないようです。ICG/AppSGの活動を通じ、QZSSの

便益のみならず安心して利用できることを知ってもらうよう努

力していきたいと思います。 
 
 
 
 

https://gsa.europa.eu/system/files/

reports/market_report_issue_6_v2.pdf 

図１ これまでのSSV-宇宙空間におけるGNSS利用 

(GNSS Market Report | Issue 6, 2019) 

   The fifteenth meeting of the International Committee 

on Global Navigation Satellite Systems (ICG) organized 

by the United Nations Office for Outer Space Affairs 

(UNOOSA), Vienna, Austria, was held from 27 Septem-

ber - 1 October 2021 in Vienna (Hybrid Format).   

   I  represented  the  meeting  in  Working  Group  C 

"Information Dissemination and Capacity Building". In 

this meeting, I presented a paper “GNSS Education Ac-

tivities at The University of Tokyo”. The presentation 

high-lighted major GNSS education and （P.11へ続く) 

ICG-15（GNSSにかかわる国際委員会）参加報告-作業部会B（WG-B）トピックスから-  

              一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構（JSS）  桜井 也寸史（正会員） 

Report on the 15th ICG Meeting, WG-C 
  The University of Tokyo, Dinesh Manandhar（正会員） 

● Lower SSV : 
       高度 3000-8000km 
十分な信号強度が得られ単

一のコンステレーションで

もアベイラビリティ良好 

● Upper SSV ;  
    高度 8000-36000km 
信号強度が弱く精度劣化し

易い。多くのコンステレー

ションを利用しアベイラビ

リティの確保も必要 

＊高度 3000 ㎞以下の低軌道

は SSV に含めていない 

SSV : Space Service Volume 
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 従来より、地理空間情報フォーラムの

主催や高精度衛星測位サービス利用促

進協議会（以下、QBICと称します）を運営

して来ました（一財）衛星測位利用促進

センター（略称SPAC）は、2021年4月1

日付にて（一財）宇宙システム開発利用

推進機構（以下、J-spacesystemsと称し

ます）と合併しました。これにより、これま

での衛星測位技術に加えて衛星画像や宇宙システム技術

を融合した分野の利用拡大を一層進める事ができるようにな

りました。 

 本稿では、2021年度にJ-spacesystemsと合併後、SPAC

の活動を発展的に展開中の衛星測位事業本部が主体となり

開催したイベントと関連トピックスについて紹介させていただき

ます。 

 なお、イベント開催の形態については、新型コロナウィルス

感染拡大防止から３密を避けるため、会場参加者を登壇者

中心とし、同時にライブ配信を行うハイブリッド形式で実施し

ました。また、本稿は紙面の関係で概要報告となりますので、

講演資料・内容につきましては、この後に記載のQBICサイトや

YouTube動画からご覧ください。 

1.  第19回衛星測位と地理空間情報（G空間）フォーラム 

(開催日：7月15日、会場：機械振興会館ホールとライブ配

信（YouTube）、主催：J-spacesystems、共催：日本経済団

体連合会、後援：内閣府宇宙開発戦略推進事務局） 

 人にやさしい高度なG空間社会を実現するため、「みちび

き」サービスを活用した最新の取り組み等を報告し、「みちび

き」の利用がさらに広く産業界に浸透する素地構築の一助に

なることを目的として、昨年度に引き続き新体制の下、開催

しました。 

 冒頭にJ-spacesystems石黒副理事長から開会挨拶があ

り、続いて新藤衆議院議員から来賓挨拶を賜り、各招待講

演に続いてJ-spacesytems活動報告を行いました。最後に、

J-spacesystems安達常務理事から閉会挨拶を致しました。 

プログラム等は次のとおりです。 

① 招待講演（１）：宇宙政策の新たな展開（河西 康之、内

閣府宇宙開発戦略推進事務局長） 

・ GNSSに関連した国内外の動向、「第四期地理空間情報

活用推進基本計画の骨子」の紹介がありました。 

② 招待講演（２）：Non-Terrestrial Network構想 成層圏

プラットフォーム活用 

（北原 秀文、ソフトバンク（株）グローバル事業戦略本部

長、QBIC諮問委員） 

・ 非通信エリアでのHAPS活用、測位衛星並びにAI/DX等

を活用した新ビジネスの紹介がありました。 

③ 新一般財団法人（J-spacesystems）の紹介（半田 力 

J-spacesystems専務理事） 

・ 合併前の旧財団事業の発展的継続、新財団の新領域の

宇宙利用拡大ミッション等の説明がありました。 

④ みちびきサービスの利活用加速に向けたSPACの取組

（三神 泉、J-spacesystems常務理事） 

・ 利用実証実績、みちびきサービス普及促進のための

CLARCS開発や情報発信等の説明がありました。 

 

資料・動画は次のサイトからどなたでもアクセスできます。 

・ 第19回衛星測位と地理空間情報(G空間)フォーラム：

https://qbic-gnss.org/post/1261 

2. 第11回QBIC総会 

（開催日：7月15日、会場：上記１と同じ、 

           主催：J-spacesystems※QBIC事務局） 

上記１に先立ち同じ会場にて、QBIC会長の篠原様（NTT取

締役会長）、QBIC諮問委員の大林組梶田様（常務執行役

員）とソフトバンク北原様（グローバル事業戦略本部長）、オブ

ザーバーの経済産業省藤木様（同製造産業局長）等出席の

下に開催されました。 

 QBIC総会は原則年1回開催されます。今回の審議事項は

2021年度活動計画と規約改定であり、全て無事承認されま

した。さらに、2020年実施のみちびき/GNSSに係るアンケー

ト＃3報告、QBIC全体活動と各WG活動計画・報告（アウトリー

チ活動WG、社会実装推進WG、海外展開WG、標準化WG）

等がありました。 

 審議・報告資料は次の「第11回QBIC総会」にQBIC会員限

定で公開されております（パスワード保護されています）。

QBICへの入会希望者は「QBIC入会案内」から申込ください。

会費は無料です。 

● 第11回QBIC総会：https://qbic-gnss.org/post/1554 

● QBIC入会案内：https://qbic-gnss.org/join2 

3. J-spacesystems衛星測位シンポジウム2021 

 (開催日：12月8日、会場：東京都立産業貿易センター浜

松 町 館 第 3 会 議 室 と ラ イ ブ 配 信（Youtube）、主 催 ： J-

spacesystems、共催：日本経済団体連合会、後援：内閣府

宇宙開発戦略推進事務局） 

 G空間EXPO2021（12月7日、8日）の開催に伴い、G空間

社会の実現と新たなビジネス機会創出に寄与することを目的

に、本シンポジウムを開催しました。特に今回は、「みちびき

社会実装の地域的広がり」をサブテーマとし、地方で活発化

している「みちびき」の社会実装例を中心にご講演いただき、

かつ、現状のコロナ禍の中、会場と地方を繋ぐリモート形式で

実施しました。 

 進行は、まずJ-spacesystems半田専務理事から開会挨

拶があり、続いて新藤衆議院議員から来賓挨拶を賜り、各講

演と続き、最後に共催の日本経済団体連合会産業技術本

部長の吉村様から閉会挨拶がありました。 

プログラム等は次のとおりです。 

① 招待講演：準天頂衛星システムに関する最近の動向 

（沼田 健二 内閣府宇宙開発戦略推進事務局 参事官） 

・ 現計画を踏まえ、今後の衛星測位に関する取組方針や

JAXAとの研究連携等の紹介がありました。 

② 除雪現場省力化の取組”i-Snow”について－準天頂衛

星「みちびき」を活用した除雪作業の高度化－ 

（合田 彰文 国土交通省 北海道開発局 事業振興部 機

械課_課長補佐） 

・ みちびきを活用した一般道での実証結果、開発した関連

技術、今後の取組方針等の説明がありました。 

③ コイシ地図(四季色立体図)が日本を救う －最先端の

3D技術と地方の郷土愛・自然愛を土木と林業の連携で<つ

ちみずきと重機ソナー>を確立していく－ 

J-spacesystems衛星測位事業の2021年度の主なイベント報告 
                                                   J-spacesystems衛星測位事業本部 濱田英幸（正会員） 
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（（株）コイシ 代表取締役 小原 文男、社長室長 仲道 美

恵、社外取締役 小原 隆弘） 

・ 土木・建設機械での課題とみちびきサービスを活用した

結果、今後の期待等の説明がありました。 

④ QZS受信機の紹介と今後の展開予想（松岡 繁、J-

spacesystems衛星測位事業本部 国内統括） 

・ 小型・軽量化・低価格が進む受信機の状況とGNSS技術

を加速させる人材育成等の紹介がありました。 

⑤ 地球表面から宇宙に拡大する衛星測位の応用（三神 

泉、J-spacesystems常務理事） 

・ 開発支援中のみちびき関連技術社会実装状況、及び月

のコロニー化を目した測位衛星利用や低軌道衛星による測

位サービスの計画等の国内外動向等の紹介がありました。 

 本シンポジウムの資料・動画は次のサイトからどなたでもアク

セスできます。 

● J-spacesystems衛星測位シンポジウム2021：https://

qbic-gnss.org/post/2058 

4. 関連トピックス 

（1） CLARCSの開発 

J-spacesystem衛星測位事業本部では、みちびき利用の

すそ野拡大を目的に、CLARCS（CLAS-based RTK Collec-

tion System）を開発し、安価な受信機を用いたCLAS利用の

事業立ち上げを支援中です。CLARCSは、CLASとRTK受信

機を活用し、高精度測位を安価に実現できるシステムで、

QBIC/アウトリート推進WG活動を通じて地方での実証実験等

に適用し、成果が出ております。ご興味があれば次の「QBIC

相談窓口」、又は（3）のJ-spacesystemsお問い合わせから

お知らせください。 

（2） QBIC相談窓口の開設 

QBICアンケートの結果、会員から要望の強かった相談窓口

をQBICサイトに開設しました。高精度衛星測位に関する、事

業化、協業・連携、技術・動向、自社製品等紹介、QBIC活

動等でお困り事や不明点がございましたら、お気軽にお問い

合わせください。 

● QBIC相談窓口：QBICサイト（https://qbic-gnss.org/）

上部メニュー「相談窓口」をクリック。 

（3） J-spacesystems賛助会員限定セミナーの開催 

J-spacesystems衛星測位事業本部では、みちびきを始め

とするGNSSの利用促進、事業創出・普及に向けた各種活動

を実施しており、各年度の事業活動の締めくくりとして、並びに

当機構賛助会員の皆様への感謝の意を込めて、衛星測位

事業成果を共有するため、賛助会員限定のセミナーを開催

いたします。 

 賛助会員の特典等についてご興味のある方は次の窓口ま

でお知らせください。 

※賛助会員とQBIC会員は異なります。 

● J-spacesystemsお問い合わせ：J-spacesystemsサイト

（https://www.jspacesystems.or.jp/）上部メニュー「お問い

合わせ」をクリック。 

 今後も新生J-spacesystemsは、衛星測位と衛星画像や

宇宙システムの融合ソリューションの技術・知見を基に、「み

ちびき」の社会浸透等に一層寄与していく所存です。皆様の

従前以上のご指導、ご支援を引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

以上 

  

          

中須賀・船瀬研究室は従来の宇宙開発

の枠組みにとらわれず、新しいアイデアで

革新的な宇宙システムの研究開発を目

指している研究室です[1]。中須賀教授、

船瀬准教授を中心に、教職員15人(研究

員、事務職員含む)、博士課程学生13

人、修士課程学生13人、学部生7人で研

究活動に取り組んでいます(2021年度現

在)。本研究室の特徴は、研究活動と衛星開発プロジェクトの

どちらにも取り組み、両者を効果的に組み合わせることで革

新的な宇宙システムの提案を目指している点にあります。研

究室発及び密に活動している宇宙関係のベンチャー会社も

数社あり、研究成果の社会還元も進めています。 

衛 星 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト と し て は、2003 年 の 世 界 初 の

CubeSat打ち上げを皮切りに、重さ1kgから100kg程度の超

小型衛星をこれまでに11機開発し、打ち上げに成功していま

す(表紙図)。現在も、SONY、JAXAと共同で宇宙感動体験

事業の創出に向けた超小型衛星開発を進めています[2]。 

研 究 活 動 と し て は、研 究 室 内 に FF  (Formation  Flying)

&GNSS、軌道、SE (Systems Engineering)&AI、光通信とい

う4つの研究グループを作り、各グループで定期的に勉強会

や研究発表会を行っています。特に私の所属するFF&GNSS

グループは、宇宙機の編隊飛行(FF)とGNSS関連技術の研

究に焦点を当てて活動しています。GNSS関連研究としては、

太陽輻射圧のモデル化によるQZSS衛星の高精度軌道決定

に関する研究[3]や低軌道測位衛星システムの提案[4]、月

測位システムの提案[5]など、測位衛星システム自身を対象

とした研究活動に力を入れています。また、開発している超

小型衛星自体の位置を正確に知るため、衛星に搭載された

民生GPS受信機の測位データを利用した高精度軌道決定の

研究なども行っています[6]。更に編隊飛行研究とGNSS技術

を組み合わせた研究対象として、2つの衛星に搭載された

GPS受信機を利用したCDGPS (Carrier phase Differential 

GPS)航法技術の研究・開発にも取り組み、将来的にはその

技術を利用した超小型衛星のFFによる宇宙科学ミッションを

実現することを目指しています。これまでに開発した超小型

衛星は裏表紙の図に示します。 

このように、研究と衛星開発の両輪を上手く回すことで、研

究内容を実際のミッションに応用する、さらに実際のミッション

から研究課題や革新的なアイデアを見つけると言った良い循

環が生まれるよう研究活動に取り組んでいます。 

[1] https://www.space.t.u-tokyo.ac.jp/nlab/index.html 

[2]https://www.jaxa.jp/press/2020/08/20200805-

1_j.html 

[3]五十里, 他, 高精度非重力外乱モデルを用いた QZS-3

号機の精密軌道決定, 宇宙科学技術連合講演会, 2021 

[4]西本, 超小型衛星で構成する低軌道測位衛星の概念設

計, 測位航法学会全国大会, 2021 

[5]飯山, GPS 信号を用いた月測位衛星の自律的な軌道決

定及びクロックバイアス推定, 測位航法学会全国大会, 2021 

[6]Gyu, et al., Research for Real-Time onboard Precise 

Orbit Determination using PPP, ISTS, 2022 

研究室紹介：東京大学 工学系研究科   

航空宇宙工学専攻 中須賀・船瀬研究室 

  航空宇宙工学専攻 助教 五十里 哲（正会員）  
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（P.8から）capacity development works organized by The 

University of Tokyo, Multi-GNSS Asia (MGA) and the 

training programs organized by Tokyo University of 

Marine Science and Technology (TUMSAT). The partici-

pants from European Union Agency for the Space Pro-

gramme (EUSPA), Beihang University, SAC/ISRO, Euro-

pean Space Agency and Moscow State University of 

Geodesy and Cartography also presented about their 

work. The Working Group received an update on the 

activities undertaken or supported by UNOOSA during 

2021 and the main results achieved.  

Please see the following link for presentation materials. 

https://www.unoosa.org/oosa/en/ourwork/icg/

meetings/icg-15/icg15_wgc.html  

The Working Group proposed to establish a project 

team on “Space weather monitoring using low-cost 

GNSS receiver systems” that would develop prototype 

systems to explore the possibilities of using low-cost 

receiver systems for space weather monitoring. This 

proposal was accepted and the working group team 

members are now working to achieve its goals.  

Please see the following link for Working Group C Rec-

ommendation:  

https://www.unoosa.org/documents/pdf/icg/2021/

ICG15/WGC/Recommendation_WG_C.pdf  

Link for all materials presented during the meeting:  

https://www.unoosa.org/oosa/en/ourwork/icg/

meetings/ICG-2021.html  

測位航法学会役員  
（2022 年総会まで） 

会長 

安田 明生 東京海洋大学 

副会長 

加藤 照之 大正大学地域構想研究所 

峰 正弥      

理事 

久保 信明   東京海洋大学    

神武 直彦 慶應義塾大学 

澤田 修治 東京海洋大学 

曽我 広志 アクシス（株） 

高橋  冨士信  横浜国立大学 

高橋 靖宏 情報通信研究機構 

瀧口 純一 三菱電機（株） 

中川 雅史   芝浦工業大学 

細井 幹広   アイサンテクノロジー（株） 

浪江 宏宗 防衛大学校   

福島 荘之介 電子航法研究所 

松岡 繁          （一財）宇宙システム開発利用推進機構 

監事 

初本 慎太郎 (株)日立産機システム 

北條 晴正 センサコムコンサルティング 

 測位航法学会は測位・航法・調時に関する研究開発・

教育に携わる方、これから勉強して研究を始めようと

する方、ビジネスに役立てようとする方、測位・航法・

調時に関心のある方々の入会を歓迎いたします。皆様

の積極的なご加入とご支援をお願い申し上げます。 

 お申し込み：測位航法学会入会のページからお願

いします。（http://www.gnss-pnt.org/nyuukai.html） 

会員の種類と年会費： 

正会員【¥7,000】  

学生会員【¥1,000】 賛助会員 【¥50,000】 

法人会員【¥80,000】特別法人会員【¥300,000】 

特典：ニューズレターの送付（年 4回）、全国大会・

シンポジウム等における参加費等の減免、ML による

関連行事等のご通知・ご案内のお問い合せは： 

       info@gnss-pnt.org にお願いします。 

編集後記  

  

 今回の大相撲は、新関脇の若隆景の優勝で終わった。この 

新関脇優勝は、双葉山以来の86年振りとのこと・・・この快挙

そのものは 勿論大変なことなのだが、このような記録が克明

に残っているということも素晴らしいことである。この達成がどの

ような過程で得られたのか、どこが異なっているのだろうか

等々の分析は、次の成功に繋げる一歩なのだろう。 

 このような記録、その分析、そして必要な改善の流れは 

昨今の感染症パンデミックの壊滅にも不可欠なことである。 

 相撲の発展に、地理空間情報としての整理・分析・アクショ

ンを必要とするのかどうかは分からないが、人間の体そのもの

の動き・・地球自転に合わせて体内環境を積極的に変化させ

る・・を考慮して、最も効く時間に運動をするor怪我・病気を治

すための薬を投入する等々が出て来るのかもしれない。 

 そんなことを考えながら、ニューズレターの記事をお読み頂

いては如何でしょうか？ 

            ニューズレター編集委員長 峰 正弥 

入 会 の ご 案 内 

国内イベント  

・2022.5.26-27 日本航海学会春季大会（神戸市） 

・2022.5.25-27 WTP（東京ビッグサイト） 

・2022.6.8-10(TBC)  測位航法学会全国大会（オンライン） 

・2022.8.28-9.2(TBC) GNSS サマースクール（東京海洋大学） 

・2022.10.26-28(TBC) GPS/GNSS シンポジウム 2022 

国外イベント 

・2022.04.12-14 Pacific PNT （Virtual) 

・2022.05.10-11 Geospatial World Forum 2022 (Amsterdam) 

・2022.09.19-23  ION GNSS+ 2022 (Denver, USA) 

・2023.03.13-15 Munich Satellite Navigation Summit  

                               (Germany) 

＊太字は本会主催イベント 

イベントカレンダー 
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図1 中須賀・船瀬研で開発した超小型衛星の一覧 本文P.10 

タイ国家災害防止軽減局施設訪問  本文P.4 

セイコーエプソン株式会社 

ヤンマーホールディングス㈱    

日本電気株式会社 
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